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１，ハンドメイド研究会「あっぷりけ」誕生
　令和元年、乳児保育Ⅱ
の授業で乳児に語りかけ
るおもちゃとして、フエ
ルトで「２羽の小鳥」の製作を課題とした。こ
のとき、「こんな製作の研究会があったらよかっ
たのに」と話す１人の学生がいた。この学生は、
私の中学校現場時代の教え子で、当時から、長
い時間かけてテディベアなどの手芸品を作り、
出来上がったら家庭科教諭であった私に見せて
は（自慢しては？）、また製作するという学生
であった。おとなしく披露する仲間がいなかっ
た彼女が、友達と様々なものをおしゃべりしな
がら楽しく製作をし、そしてこれを子ども達に

披露し、喜んで
もらいたいと言
い出し、研究会
会 員 １ 名 で ス
タートした。

２，コロナ禍の２年間の活動
２年生 １年生

R２年度 １名 ９名

R３年度 ８名 ５名

　R２年度、本格的に活動をスタートさせるは
ずだったのだが、コロナ禍では研究会活動が制
限され、集まることもままならず、ほとんどが、

打ち合わせのみで、個人で細々と製作を続ける
２年間であった。唯一、初教事務室の壁に季節
のオーナメントを飾り、披露することを楽しみ
にしてきた。
(1)R2 クリスマスオーナメント
  縦1.5M,横0.8Mのツリーをコツコツとキルト
仕立てにし、全員が順番に飾りをつけていった。
折り紙の星は難しかったが、「これは、将来使
える」と皆でマスター
した。来年は、地模様
のキルトにバージョン
アップしようと誓った。

　　　

(2)R3 七夕オーナメント
　フエルト、折り紙、笹、竹、オーガンジーの
布などいろいろな素材を使い、分担して製作し
た。長い天の川は苦労したが、「保育者はこの
作り方は絶対に知っておかなければ」の声が聞
かれた。
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(3)R3 ウインターフェスティバル
　初めての披露の場ではあったが、ゲート装飾
を担当することになり、研究会の製作や演技の
方が後回しになってしまった。しかし、持ち味
の明るさと度胸で、こじんまりとしたブースで
はあったが、園児との交流を楽しんだ
  

ウィンターフェスティバルを終えて　１年
　進学して初めてのウィンターフェスティバル。
私は研究会内での実行委員となり先生や研究会の
皆さんとどのような演目や展示を行うのかを話し
合いました。各自で手袋シアターやエプロンシア
ターを作り、そのあとにみんなで一つのテーマの
手袋シアターを作ろうということになりました。
フェスティバルまでの間に何度かみんなであつま
り歌に合わせてどのような動きをするのか、園児
たちとどのように触れ合うのかをみんなで考え、
本番ではブースに来てくれた園児たちとたくさん
関わることができました。これらの経験は実際に
自分が保育者になったときにもどのように運営し
ていくのかという視点に立つことができる貴重な
経験になったように思います。

(4)R３おんせん演劇祭in ビーコンプラザ
　ウィンターフェスティバルで上手くいかな
かった点を中心に練習をし、園児の前で手袋シ
アターで「赤鼻のトナカイ」「ヤギの郵便屋さ
ん」、エプロンシアターで「３匹の子ぶた」を

演じた。また、全員で「エビ・カニクス」を元
気よく踊り、好評であった。
 

３，成果と課題
　コロナ禍の研究会活動ではあったが、個人作
業と共同作業を組み合わせながら、楽しく活動
ができた。小さな作品なので、なかなか発表ま
で出来ずにいたが、「ウィンターフェスティバ
ル」や「おんせん演劇祭」など他の研究会と共
同することで、発表の場を設けることが出来た。
これからも、いつでも様々な活動に参画できる
よう、楽しみながら製作を続けていきたい。

２年間の研究会活動を終えて　２年
　短大に入学する前、手先が不器用な私は、手芸
に特に苦手意識を持っていました。しかし、保育
の授業を通して、様々な素材を使い、子どもの発達、
興味関心にそったおもちゃや壁面などの製作をす
る必要性を学んだことで苦手なことに取り組んで
みよう、という気持ちが生まれ、研究会への入会
を決意しました。
　私にとっての研究会での成果は、なんと言って
も、作ることへの苦手意識が減り、楽しさを感じ
られるようになったことと、先生との接点を増や
すことができたことです。研究会のメンバー（同
級生、後輩）や先生と、作ったものについての感
想を言い合ったり、助言を受けたり、作業を共有
しながらお喋りをしたりする時間がとても楽し
かったです。自分の苦手を克服し選択肢を増やす
ことができましたし、繋がりを広げることができ
たと感じています。課題は、主体的に目標を持っ
て取り組むことができなかったことです。イベン
トが近づく度に行き当たりばったりで作業をした
ため、時間的に余裕がなくなり、作業をこなす状
況になってしまったと感じています。年度の始め
に行事を見越した計画を立てておくことや、余白
の時間をとっておき、作業以外の交流を楽しむこ
とができる余地を作っておくことが大切だと思い
ました。
　短大生活において、クラス以外の居場所があっ
たことで、経験を増やすことができてとても良かっ
たと感じています。感じた課題を今後の社会人と
しての生活に生かしていきたいと思います。

  


